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食品や玩具、米中と安全対策で共通基準策定に合意  
                       

 

 

 

    

      

「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 
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今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 
欧州連合（EU）は 11 月 17 日におもちゃなど子どもが使う製品などに関する中国と米国の 3 カ国の

政府高官による安全サミットを開催しました。このサミットでは、これまで中国製品の乳製品や玩具な

どから健康を損なう危険物質が相次ぎ検出されたことから、中国製品の安全対策に絡み、共通基準

を策定することで基本合意に達しました。EU と米国は更に、中国製品の監視強化や安全性に関する

情報提供の拡充を求め、中国もこれを受け入れました。 

また、危険物質の混入が発見された場合に製造過程を追跡調査できる体制の整備も求めました。 

欧州委員会（EC）によると、危険と判断されて市場から回収される消費生活用製品の約 50％が中

国で生産されていると指摘、3 カ国にとって製品の安全は共通の課題として協力が必要としていま

す。 

今後これにより、EU と米中が策定を進める共通基準は、安全性の国際標準となる公算が高くなり

そうです。 

 

当社では、欧州規制の RoHS 指令や EN71-Part3 などの規制項目をはじめ、有害物質の分析に実績

があります。お気軽にお問い合わせください。 
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